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〈要 約 〉

国語科 にお いて は心豊か に表現 し理 解す るために,言 語能力を高あてい くことと共 に

児童の思いや願 いを大切 に し,自 ら学 ぼ うとする意欲 を高 め,児 童が主体的に取 り組 め

るよ うな学習 を創造 して い くことが求め られてい る。

本研究で は,主 体的 に読む過程のなかで,一 人一人 のよさを認 める多様 なかかわ り合

いを生か した学習の工夫を通 して,自 分の考えを深 め,学 習や生活 に生かそ うとす る児

童の育成を 目指 した もので ある。

1



1共 通研究主題及び基本的な考え方

共通研究主題 主体的 に読み,自 分の考えを深める指導 の工夫

かかわ り合 う活動 を通 して

1共 通研究主題設定 の理 由

これか らの社会 は変化 の激 しい先行 き不透明 な時代であ り,児 童の生活 の現状 にお いて も社

会性の不足 や 自立の遅 れ,い じめや不登校 など重要かつ緊急な課題 が上 げ られて いる。 この よ

うな状況 を考 え ると,児 童一人一人 が広 い視野 に立 ち,生 涯にわた って主体 的に生 きて い くこ

とので きる資質や能力 を身につけ ることが強 く求 め られてい る。そのたあには,一 人一人の よ

さや可能性 を生 か しなが ら,人 間,自 然,社 会,文 化 などの様 々な対象に進 んで かかわ り,自

ら考 え,判 断 し,行 動 で きるようにす ることが必要 となる。

国語科 の学習 において も,心 豊かに表現 し理解 す るために,言 語能力を高めてい くことと共

に,児 童の思 いや願 いを大切 に し,自 ら学ぼ うとす る意欲 を高 め,児 童が主体的に取 り組 め る

ような学 習を創造 して いか なければな らない。 また,一 人一人 のよさを認め る多様なかかわ り

合 いを生か した学習を工夫す る ことで,自 分の考えを深め,そ れを学習や生活 に生かす力や態

度を育てて い くことがで きる と考え た。

自分の考え を大切 に し他 とかかわ り合 う活動を通 して,課 題解決す る能力の育成 と,思 いや

る心や感動す る心 など豊 かな人 間性を は ぐくむ国語科の学習 を目指 して,本 主題を設定 した。

2共 通研究主題 に対す る基本 的な考 え方

私 たちは,主 体的 に読 み,自 分の考え を深 めて い く上での望 ま しい児童の姿を次の ようにと

らえ た。

・楽 しんで読んだ り,目 的を もって読み進 めた りす る児童

・様 々なかかわ り合 いを通 して,自 分の考えを深めよ うとす る児童

・深 ま った読みや考 えを学習 や生活 に生か そうとす る児童

上記の児童像 を目指す ため,次 の よ うな2つ の基本的な考え方に立 ち,学 習指導の改善を図

って い くことに した。

{1)主 体的 に読み,自 分の考え を深 めるとは

「主体的 に読む 」とい うことを,以 下の3っ とと らえた。

① 楽 しく読む

話 したい,伝 え たい とい う思 いを大切 に しなが ら,自 ら教材 に取 り組 む こと。

② 自分の生活や思 いと照 らし合わ せて読む

今 までの 自分の経験 に照 らして,文 章の 中に込め られた思いや考え を深 く読む こと。

③ 目的や課題を もって読む

文章を通 して何 をどの よ うに読むのか,見 通 しを もって読み進 める こと。
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児童が興味や関心を もって 自分の力で読み進 めて い く中で,自 分の思 いや願 いを大切 に し

,心 豊か に読み進 めて いこ うとす る意欲を育てたい と考え た。

以上の ような 「主体的 に読む」過程で,様 々なかかわ りを通 して,自 分の考え を深 めてい

くことが大切で ある。

「自分の考えを深め る」児童の姿 と して,以 下の よ うに考えた。

・自分 と友達の考えを比べて違 いに気づ く
。

・新 しい考え に気づ く。

・自分 になか った考えを他か ら取 り入れ る
。

・自分の考えの よさを確信す る。

・自分の考えが変容す る。

・自分の学習や生活 に生かす。

他 に も様 々な ものが考え られ るが,一 つの望ま しい児童の姿の例 と してあげた。 「自分の

考えを深め る」 とは,主 体的 に読み様 々にかかわ り合 う活動を通 して,児 童一人一人が 自分

の考えを もち,イ メー ジを広げ,考 えを変容 させ,さ らに自分の考えを生か して い くことと

して と らえた。

② かかわ り合 う活動 とは

「かかわ り合 う活動」 とは,児 童が主 体的に読み進 める中で,考 えを深 めたり,広 げた り

す ることを支え る ものであ る。かかわ り合 う活動 には,大 き く分けて 「人 とかかわ り合 う活

動」 と 「もの とかかわ り合 う活動」の二 つがあ る。

「人 とかかわ り合 う活動」で は,友 達 や教師の他 に,家 族,地 域の人々,図 書館の司書や

博物館の学芸員 など とかかわ ることが考え られ る。聞 き合 う,話 し合 う,読 み合 うな ど児童

同士がかかわ り合 う活動の中で,考 えを深あてい くことをね らってい る。 また,図 書館や博

物館な どで質問す る ことや,地 域や家庭 で情報 を集 あて くることも,考 えを広 めることに大

き く役立っ活動だ と考え る。

「もの とかかわ り合 う活動 」には,児 童が教材 に出会 い学習課題を解決す るために様 々な

資料を利用 した り,解 決のた めの情報を得 るために図書館や博物館,コ ンビ3タ などを利

用 した り,他 教科や他教材 と比べて考えた りす るなどのかかわ り合 いがあ る。他 の資料 など

か ら情報を集あ た り,ま とめ た りしてい く活動で,人 以外の様 々な もの(図 書,資 料,な ど)

とかかわ り合 う中で,児 童が考えを深めてい くことをね らって いる。

なお,二 っのかかわ り合 う活動 は,一 人一人の興味,学 習課題,教 材,指 導体制,地 域 と

の協力,学 習環境,学 年の発達段階な どによ り,多 種 の関連や方法が考え られ る。 また,双

方が効果的 に結 び付 くことによって,一 人一人 のよさが十分 に発揮 され る学習活動が展開 し,

研究主題 に迫 って い くもの と考えた。
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II研 究 の 概 要

1研 究 の内容 と方 法

(1}研 究の内容

児童が主体 的に読み,自 分 の考えを深 めるために,次 のよ うに研究 を進 める ことと した。

① 児童が 自分 の思いや願 いを生 か し,主 体 的に学習 に取 り組 む ことがで きるよ うに単元

構成 を工夫 す る。

② 児童が互 いのよ さを生 か し,認 め合 うことので きる学習活動 を工夫す る。

③ 児童が 自分 の言葉で考 え,想 像 し,表 現す ることを共感的に理解 し,支 援す るとい う

考 え方に立 って,指 導 と評価 を工夫す る。

(2)研 究の方法

研究 主題の具体化を図 るために,次 のよ うな仮説 を立て,そ れ に基づ いて5っ の分科会 を

構 成 し,そ れぞれの分科会研究主 題を設定 して研究 を進め る。

研 究 仮 説

主体 的 に読む過程で,様 々なかかわ り合いを大切 に した学習活動を設定すれば,互 いの

よさに気付 き,自 分の考えを深め,生 か してい くよ うな児童が育っ。

低学年A分 科会 「自分や友達の考えの よさを大 切に しなが ら,文 学的文章を楽 しく読 み深 め

る学習活動の工夫」

低学年B分 科会 「楽 しく読み なが ら,互 いの よさに気づ き,自 分の思いや考えを深 め る学 習

活動 の工夫 」

中 学 年 分 科 会 「多様 なかかわ り合 いの 中で,自 分の思いや考えを深 める学習活動の工夫」

高学年A分 科会 「目的に応 じて複数教材 を活用 し,自 分の考 えを深 める学習活動の工夫」

高学年B分 科会 「目的 や課題 を もって読み,か かわ り合いを通 して 自分の思 いや考えを深め

る学習活動 の工夫 」
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2研 究 の構想

新 しい学力観

新 しい評価観

東京都教育委員会の教育目標 社会的要請

保護者の願い

国語科の

ね らい

〈共通研究主題 〉

児童一人一人 のよさや可能性を生 か し,

生 きる力を は ぐくむ指導 の工夫

〈国語部会研究主題 〉

主体 的に読み,自 分の考えを深 ある指導の工夫

一 かかわ り合いを通 して 一

児童の実態

教師の願 い

目 指 す 児 童 像

・楽 しんで読んだ り,目 的を もって読 み進 めた りす る児童

・様 々なかかわ り合 いを通 して,自 分の考 えを深 めようとす る児童

・深 ま った読みや考えを学習や生活に生か そ うとす る児童

研 究 仮 説

主体的 に読む過程で,様 々なかかわ り合いを大切 に した学習活動を設定すれば,

互 いの よさに気づ き,自 分 の考えを深め,生 か してい くよ うな児童が育つ。

研 究 の 内 容

単元構成の工夫 学習活動の工夫 指導と評価の工夫

1 1

低学年A

分科会

研究 テーマ

低学年B

分科会

研究 テーマ

中学年

分科会

研究 テーマ

高学年A

分科会

研究テーマ

高学年B

分科会

研究 テーマ
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望 ま し い 児 童 の 姿

主 体 的 に 読 む か か わ り

楽 し く 読 む

お もしろいなあ

この話知 って る

続 きはどうな ってい るのだろ う

自分 の 生 活 や 思 い と照 ら し

合 わ せ て 読 む

ぼ くもこんな ことが あったよ

見た ことがあ るよ

目的 や 課 題 を も って 読 む

知 りたいなあ

調べてみ たいなあ

あの方法で調べ よ う

朗 読

発表

質 問 して答え る

意見や考え

イ ンタ ビュー

新 聞

えんぴつ対談

リレー作文

交換 日記

▼つ合し舌
一一
=
口

ヒン トカ ー ド

ア ドバ イ ス カ ー ド

相 談 コー ナ ー

相互 評 価

劇 ・動 作 化

ペ ー プ サ ー ト

見 せ 合 う 紙 芝 居

ビデ オ

図 ・表
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合 ・つ 活 動

匿 童]資 料 さがす

羅/
図書[i調

¥/

実験

調査

図書館

表現方法

図 ・表

新聞

絵本

7

考 え を 深 め る

自分 と友だ ちの考えを比べて

違 いに気付 く

新 しい考えに気付 く

自分になか った考えを他か ら

取 り入れ る

自分の考 えのよさを確信す る

自分の考えが変容す る

自分の学習や生活 に生かす



班 各 分 科 会 の 実 践

1各 分科会実践の概要

単 元 構 成 の工 夫 学習活動の工夫 指導 と評価の工夫

低

A

分

科

会

鵜拳鍵讐窪窪欝 貫
読 みへの意欲 を高あ る。

○登場人物 の気持 ちを聞 き

1合 う活動 を通 して藻 しく

読 み 深 め る。

○動 作化等を通 して想像 し 言○ 自分の考えが広が った こ

た登場人物の気持 ちをふ き1と が分か るよ うなふ きだ し

だ しに書 く。 の書 き方をす る。

○読 みを楽 しんだ り確かめ10友 達の よさに気づ くよ う

庭
た りす るため に,役 割音読

B

分

　

低}○ 絵 本を作 るとい う目当てiOグ ノレープで登場人物 の気10気 持 ちの変化 に気を付け
1

を 設 定 し,学 習 の 見通 しを,

もつ 。

墜 す
持 ち を書 き込 ん だ ワ ー ク シ 暑

一 トを読 み 合 い ,よ さを認

期 黎謙 盤 働 蜥.

申 ○他教科での学習 と照 らし

劇 合わせなが硫 む。

年 ○学習の最終的 な活動 目標

分1

科iろ くで手順 を螺 す る.

会

○ 気付 きや変容 した考えを

書 き足す。 ZC

るよ う挿 し絵 を活 用 す る。

○ 評 価 の視 点 を細 分 化 して

ジ評 癌 カ ー ド.を 作 成 す る。

○ ワー ク シー トに 自 己評 価

で き る コー ナ ー を作 る。

○ 実験 ・調査 ・資料を読む}○ 構成 表や取材 メモの形式

!な どの多様 な調べ学習を取

り入れ,学 習体験 を増やす。

を意識 し,学 習進め方す ご}○ 接続語を使 って,調 べ た

を個別に変えて提示す る。

○ 自分の作品の宣伝 をす る

自己評価,友 達の作品 にカ

高

Aを 見っめ る。

分 〇二作 品を比 べて読 む こと

科 沙 ら読 書への興繭 心を

会 陳 める

○ 大単 元を設定 し,生 き方
llOオ リ ジ ナ ノレハ ン ドブ ッ ク ・

　

!こ とや考えた ことを分か りi一 ドを書 く相互評価の場 を

やすく書く・
_弊 定する・

作 りと い う明 確 な 目当 て を ・

設 定 し,学 習 した こ とが形

に残 る よ うにす る。一
○学習振 り返 りカー ドに,

毎 時聞の 自己評価を記入す

る。

○相互学習を促す ために,

友達 の作品 に シールを貼 る。

○日常的な読書活動や他教高

Bl科 と関 連 す る単 元 を 工 夫1自 ら選択す る。

分 し,興 味関心を高め る。 ⊇

科 ○学習計画を児童 と共 に作

会麟 額誰 訟 単元過 繋

○学習 内容や方法を児童が ○学習計画 に基づ いた自己

1評 価や相互評 価を行 い,主

○ 一一対一,グ ループ,学 級1体 的な学習 を積 み上 げる。

全体 とい った学習形態 を取 ○支援 ・評価 表を用 いて意

様なかかわ り合i図 的計画的に指導 する。
る。!
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低学年A分 科会 研究主題 自分や友達の考 えのよさを大切 に しなが ら,

文学的文章を楽 しく読み深 める学習活動の工夫

囲 「な る ほ ど ・ザ ・カ ー ド」 で パ ワ ー ア ッ プ し よ う!

(1)単 元 名 ス イ ミー劇 場 へ よ う こそ

教 材 名 ス イ ミー

② 研 究 主 題 と単 元 との か か わ り

子 ど もた ち が主 体 的 に物 語 を読 み進 め られ る よ うに,毎 時 間 の学 習で は,ペ ー プサ ー トの

ス イ ミー に 自分 が読 み 取 った 様子 や 気持 ち を語 らせ,ワ ー ク シー トにふ きだ しや 絵 を か き,

楽 しみ なが ら 自分 の 「スイ ミー劇 場 」 を作 って い くよ う に した。 教 室 に も大 き な背 景 を提 示

す る こ とに よ り,子 ど もた ち を ス イ ミー の世 界 に充 分 浸 らせ るよ うに した。

ふ きだ しを 友 達 と発 表 し合 う中 で,自 分 が 気 付 か なか った こ とや 友達 の 表 現 の よ さを発 見

した 時 に 「な る ほ ど ・ザ ・カ ー ド」 を 出 して意 志 表 示 し,そ れ を 自分 の ワー ク シー トに付 け

加 え る活 動 を 「パ ワ ーア ップ 」 と名付 け,友 達 とか か わ って学 習 す る こ との 楽 しさを 味 わ わ

せ た い と考 え た 。

(3)学 習指 導 計 画 の 概 要(全12時 間 本 時8/12時)

時 主 な 学 習 活 動 主題 に迫 るための具体的 な手だて(・ 支援◎評価)

第 ・全 文 を読 み ,学 習 の見 通 し ・単元の 目標 に意欲が もて るよ うに,初 発 の感想の

一
を も つ 。 発 表 を認 め,励 ます よ うにす る。

次 ◎読み進めてい く意欲 と学習の見通 しを もつ ことが

0 で きたか 。

第 ・場 面 ご との ス イ ミー の 行 動 ・ス イ ミーの 気 持 ちを ふ きだ しに書 け る よ うに ,劇

二 や気持 ちを読み取 り,ふ き 場 に 見立 て た ワ ー ク シー トを使 う。

次 だ しに書 い た り,ス イ ミー ・友達の考えのよさを取 り入れ,ふ きだ しに書 き加

⑥ 劇場で表現 した りす る。 え る よ う にす る。(パ ワー ア ップ)

◎ 自分や友達 の考えのよさに気付いて,ふ きだ しに

書 き加 え,ス イ ミー劇 場 で 表 現 で きた か 。

第 ・ス イ ミー に手 紙 を書 い た り, ・学 習 した こ とが 振 り返 れ る よ うに ,ス イ ミーの気

二 ス イ ミー劇 場 を 開 い た り し 持 ちを考えて表現 す るよ うに指導す る。

次 て,学 習 の ま とめ を す る。 ◎ 楽 しん で ス イ ミー劇 場 が で き たか 。

④ ・レオ=レ オ ニ の 他 の 作 品 を ◎別 の作品を読んで,物 語 の筋 やお もしろいところ

読 む。 に つ いて の 感 想 を もっ こ とが で きたか 。
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(4)本 時 の指 導

① 目 標 ・大 きな魚 を追 い 出 した と きの ス イ ミーの 気 持 ちを 考 え,ふ きだ しに書 き,伝

え 合 お う とす る。(関 心 ・意 欲 ・態 度)

・大 きな 魚 を 追 い 出 した と きの ス イ ミーの 気 持 ちを ふ きだ しに書 い た り,伝 え

合 っ た りで き る。(表 現)

・ス イ ミーの 気 持 ちや 役 割 を 読 み 取 る こ とが で きる。(理 解)

② 展 開

学 習 活 動 か か わ り 合 い ・支援 ◎評価

1前 時 までの学習 を振 り ・互 いの ス イ ミー劇 場 を 見 ・ス イ ミー の ペ ー プ サ ー トを

返 る。 なが ら,前 時 までの学習 劇場 の中で動 か しなが ら,

を振 り返 る。 学習を振 り返 らせ る。

2学 習場 面を音 読 し,本 ・範読後,微 音読 や斉読 を繰

時の 目当てを確かあ る。 り返 し,音 読 練 習 を させ る。

【 大 きな鮭 追 い出 したときの スイ ミーの気持 ちを読み取 ろう・1

3ス イ ミーが 「ぼ くが 目 ・互 いの 発 表 を 聞 き合 い , ・自分 の 考 え を もって い て も

に な ろ う。 」 とい った 「ぼ くが 目 にな ろ う。J 発表で きない児童を励 ます。

わ けを発表す る。 とい ったわ けを 読 み 取 る。

4大 きな魚 を追 い出 した ・ス イ ミーの 気 持 ちを ふ き ・書 け な い児 童 に は ,書 き 出

と きの ス イ ミー の 気持 だ しに書 くことがで きた しの 言葉 を ヒ ン トに 出す 。

ち を ふ きだ しに 書 く。 ら,近 くの子 と見 せ 合 う。 ◎ふ きだ しが書 けたか。

5ふ きだ しを発表す る。 ・友 達 の発 表 を 聞 き,よ い ◎ な る ほ ど ・ザ ・カ ー ドが 出

と思 った 時 に 「な るほ ど せ たか 。

・ザ ・カ ー ド」 を 出 し

て,よ さを 認 め 合 う。

6友 達の発表の 中か らよ ・友 達 の 考 え の よい と ころ ・児童 の発 表 を 板 書 し,パ ワ

い と思 った ところをふ を,青 いふ きだ しに書い 一ア ップす る時に思 い出せ

きだ しに加 え,パ ワー て付 け加 える。 るよ うにす る。

ア ップす る。 ◎友達の考えのよ さを認 め,

パ ワー ア ップ で きた か。

7自 分 の ス イ ミー劇 場 の ・隣 同士 で ス イ ミー劇 場 を ◎本時で学習 した場面のスイ

中で学 習を振 り返 る。 見 せ 合 う。 ミー劇 場 が で きた か。

③ 評 価 ・協 力 して 大 きな 魚 を 追 い 出 した スイ ミー と赤 い魚 た ちの 喜 び につ いて 考 え,

学 習 を 振 り返 って ふ きだ しに書 くこ とが で きた か。

・ふ きだ しに書 い た ス イ ミーの 気 持 ち を 発 表 す る こ とが で き たか 。

・友 達 の 発 表 を聞 いて,自 分 の 考 え と比 べ,よ い と ころ に気 付 き,自 分 の ふ き

だ しの 中 に取 り入 れ る こ とが で きた か 。
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(5)研 究 の 成 果 と課題

く成 果 〉

① 単 元 構 成 の工 夫 に つ い て

自分 の 「ス イ ミー劇 場 」 を作 る とい う目的 を 設 定 す る こと に よ り,児 童 は読 み の 見 通 しを も

つ こ とが で きた。 自分 の ワー ク シー トが つ なが って増 えて い く喜 び が ,児 童 の意 欲 を 持 続 させ

る こ とに効 果 的だ った。 ま た,絵 本 を 読 み 聞 か せ るな ど教 材 との 出会 い を工 夫 した り,大 きな

絵 を張 り巡 らせ て 教 室 全 体 を海 の 中の 雰 囲 気 に した り した こ と に よ って,全 員が 「ス イ ミー劇

場 」 に取 り組 み,毎 時 間 の学 習 を楽 しみ にす るよ うに な った 。 ペ ープ サ ー トを動 か して,ス イ

ミーの 気 持 ち を話 して 聞 かせ 合 う活 動 に よ り,友 達 との学 び合 い も自然 に行 わ れ た。 「ス イ ミ

ー劇 場 へ よ う こそ 」 とい う単 元 構 成 が
,教 材 の特 性 に合 って い た こ と も,楽 しさ にっ な が った

と考 え られ る。

② 学 習 活 動 の 工 夫 につ いて

本 分 科 会 は友 達 同 士 の か か わ り合 い を 重 点 と して研 究 を 進 め た 。

「な る ほ ど ・ザ ・カ ー ド」 を 使 う こ とに よ って ,友 達 の 発 表 を よ く聞 くよ うにな り,友 達 の

考 え と 自分 の 考 え との ちが い に気 付 くよ うに な った。 また,友 達 の考 え の よ さ に気 付 き,認 め

合 う姿 も多 く見 られ た 。 さ らに,友 達 の考 え を 自分 の 考 え に 付 け足 した り,自 分 の 考 え を見 直

した りす る よ うに な った 。

ワー ク シ ー トに 書 い た ふ きだ しの 内容 を分 析 した結 果,友 達 の考 えの よ さを 取 り入 れ て 「パ

ワー ア ップ 」 して い た 児 童 が 多 い こ とが わ か った。 この こ とか ら,友 達 とか か わ り合 う学 習 が,

児 童 の 考 え を 深 め る こ と に役 立 った とい え る。

友達 と聞 き合 う ・読 み 合 う ・話 し合 う等 の学 習 活 動 を 取 り入 れ る こ とに よ り,友 達 同士 互 い

に か か わ り合 い,互 い の 考 え の よ さに気 付 き,学 び合 う こ とに っ なが った。

③ 支援 と評価の工夫について

友達 とかかわ り合 う活動を取 り入 れ ることによって,友 達 の考えをよ く聞 くよ うにな り,友

達 の考えのよ さを見っけ,互 いに評価 す る力が身 に付 いて きた。

「な るほ ど ・ザ ・カー ド」を使用,することによって,相 互評価 の方法 もわか りやす くな り,

児童が互 いに 目で確認 す ることがで きた。

〈課 題 〉

・本文 の読み取 りの時
,自 分 の考 えの もとにな る叙述を言 った り,本 文 にサ イ ドライ ンを引

くなど,常 に本文 に立 ち返 るための言葉か けが必要である。

・ワー クシー トに適切 な支援 をす る ことで
,次 時の読 みに生 きる と考えた。 どのよ うな言葉

か けをす る と読みが深 まるのか,支 援の仕方を工夫 して い く。

・友達 とかかわ り合 う活動か ら
,児 童が何を学び,ど んな力 を身 に付けてい くのかを今後 も

検証 して い く。
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1低学年B分 科釧 研究主題 楽 しく読みなが ら,互 いのよさに気づ き,

自分の思いや考 えを深 ある学習活動の工 夫

塵 ひ と りの読みか らみんなの読みへ,楽 しく読 み深め,読 書 の世界を広げよ う

(1)単 元名 気持 ちを考えて,楽 しく読 もう

教材名 「お手紙」

(2)研 究主題 と教材 とのかかわ り

本教材 は,悲 しんで いる友達を思い,さ りげない優 しさで喜ばせよ うとす る温 かい友情を

描 いて いる。主人公達の優 しい心の交流が,挿 し絵 か らも温か く伝わ って くる作 品で ある。

ほ とん どの場面で,二 人 の行動 と心情が描かれてい るため,児 童 は,自 分や友達 と同化 し

やすい。 そ こで,挿 し絵 と会話 か らその心情を思いや りなが ら,音 読 させた い。

二人 の行 動を動作化 した り,役 割読 み した りす ることによ り,互 いの表現の よいところを

話 し合い,気 持 ちを考え るようにす る。そ して,自 分が読み取 った登場人物の気持 ちを吹 き

出 しに書 く。次 に,グ ル ープの友達で吹 き出 しを読 み合 う。その中で,自 分が気付かなか っ

た ことや,自 分 とは違 う表現の仕方 にシールを貼 って認 あ合 う。 さ らに,も う一度,自 分の

表現を見直 し,必 要 に応 じて書 き加え る。

互 いに認 め合 うことで,自 分の考え に自信を もって表現 し,さ らに向上 させよ うと意欲 的

に取 り組 める児童 に育 つよ う期待 したい。 さ らに,読 む ことの楽 しさが他の読書への意欲 に

っなが ると考 え る。

(3)学 習指導計 画の概要(全15時 間 本 時8/15時)

時 主 な 学 習 活 動 主題 に迫 るための具体的な手だて(・ 支援◎評価)

・挿 し絵や場所を手がか りに5 ・場 所 や会 話 を 区別 で き る カ ー ドや シー ル を貼 って

一 つ の 場 面 に分 け る。 意 識 させ るよ うにす る。

次 ・挿 し絵 を提 示 す る。

③ ◎二人の気持 ちや行動 にっ いて感想を もつ ことがで

き たか 。

◎場所や会話 に気をっけて,場 面分 けがで きたか。

・場 面 ごとに読み,気 持 ちや様 ・動作化や役割読み によ り,気 持 ちを考え させ るよ

二 子 を考え,吹 き出 しや手紙 に うに す る。

次 書 く。
・グル ー プで 読 み 合 うこ とに よ り,互 いの よ さ を認

0 め 合 え るよ うにす る。

◎進んで気持 ちを考 えよ うと したか。

◎友達の よさに気づ き自分の言葉で表現で きたか。

三 ・絵 本作 りを して読 み合 う。 ・グル ープ で読 み 合 い ,良 い とこ ろを 見 っ け,伝 え

次 ・他 の 図書 を読 む。 合 う。

0 ◎進んで他の関連図書を読 もうとしたか。
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(4>本 時 の 指 導

① 目 標 ・二 人 の 気 持 ちを 進 ん で 書 き,読 み合 お う とす る。(関 心 ・意 欲 ・態 度)

・二 人 の 気 持 ちを 話 し合 った り,吹 き出 しに書 い た りで き る。(表 現)

・二 人 の 気 持 ちの 変 化 を 読 み と る こ とが で き る。(理 解)

② 展 開

学 習 活 動 か か わ り 合 い ・支援 ◎評価

1目 当てを確か ある ・前時 までの流れ を思 い出せ る

ように挿 し絵 を掲示す る。

・様 子 だ け で な く,気 持 ちが 変

わ ってい る文 に気付かせ るよ

う にす る。

1二 人 は,ど ん な気 持 ち に な ・た の だ ろ う. 1
◎ 目当てを確かめ られ たか。

2音 読 し,二 人 の気持 ちを考 ・か え る くん とが ま く ・役 割 音 読 を す る こ とに よ り,

え る 。 んの役割読みを し, 気持 ちを考え られ るよ うにす

聞 き合 う。 る 。

3が ま くん は どのよ うに気持 ・が ま くん が ,か え る ・ 「だ って ぼ くが … 」 の言 葉 を

ちが 変 わ った か話 し合 う。 くん に手紙を 出 した 板 書 す る。

・か え る くん が ,お 手 紙 の こ こ とを言 って しま っ ・が ま くん の 行 動 や 「きみが 」

とを うち明けたわけを話 し た理 由 に っ いて,考 「お手 紙 に …」 「あ あ 」 な どの

合 う 。 え を話 し合 う。 言 葉 に気 付 くよ う にす る。

・内容 の よ さ に気 付 け るよ う,

お手紙 の文 を模造紙 に書いて

お く。

・玄 関 に … の文 に気 付 くよ うに

す る 。

・二人 はどん な塞持 ちで玄関 ・自分 が 考 え た こ とに ・挿 し絵を手がか りに気持 ちの

に座 って い る か話 し合 う。 つ いて 話 し合 う。 変 化 に気 付 くよ う,1の 場 面

の挿 し絵を教室内に掲 示す る。

4二 人 が話 してい ることを吹 ・書 け な い子 に は ,ヒ ン トカ ー

き出 しに書 く。 ドを渡 す。

◎吹 き出 しに書けたか。

5吹 き出 しを 読 み合 う。 ・書 い た らグル ープ で ・グループを回 り読み合い活動

読 み合 う。 が うま くい くよ う声 を か け る。

・よ い所 等 に 「ほあ ほ ◎ グループで読み合 った り発表

め シー ル 」 を貼 る。 を聞いた りして,書 き加えを

す る事がで きたか。
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6二 人の気持 ちが表れ るよう ・気持ちを考 えて,音

に音読 をす る。 読 を聞 き合 う。

◎二人の気持 ちを考えた音読が

で きたか。

③ 評 価 ・二人の気持 ちを進んで書 き,読 み合 お うとしたか。

・二人の気持 ちを考え た り,書 いた り しなが ら,二 人の気持 ちの変化を理解 で

きたか。

(5)研 究 の成果 と課題

く成 果 〉

① 単元構成 の工 夫にっいて

・導入 では,二 人か ら児童たちに 「お話 を読んでね。Jと い うお手紙が届 いた設定 に した。

どの児童 も興味を示 し,早 く読んでみたい とい う気持 ちにな った。 また,手 紙 を もらった

経験を思い出 させ ることで,物 語に対 す る期待が高 ま った。

・他教科 との関連を図 り(特 に生活科) ,手 紙に対す る親 しみを感 じられ るよ うに した。

・毎時間登場人物 と同化で きるよ うな吹 き出 しを書 くよ うに したが,途 中で 自分か らが ま く

ん に手紙 を書 かせ,変 化を もたせ た。その ため,学 習を振 り返 り,表 現す ることがで きた。

・毎時 間学習 した ワー クシー トを,最 後 には 「自分の絵 本にま とめよ う」という目当てを も

たせ たため,意 欲 的に取 り組 む児童が多か った。

・読解指導 よ り,読 む ことの楽 しさや読み の力を読書に広げ ることを大切 に した。その結果

日常 的に,同 じ作者の本 やかえ るが 出て くる本を探 して読む姿が見 られ た。

② 学習活 動の工 夫 にっいて

・吹 き出 しや手 紙を4～5人 の小 グループで読み合 う活動を させた。その時,rよ いなと思

うところ』 とかr自 分 とは違 うことが書 いてある ところ』な どの観点で 「ほめほめ シール」

を貼 った。互いの よさを発見で きるとともに,シ ール を貼 って もらった児童は自信 を もつ

ことがで きた。

・友達の よさを 自分 に取 り入れ,別 の吹 き出 しに書 けるよ うに した。回を重ね るごとに,考

えを深 あた り,よ りよ く表現 した りで きるようにな った。

③ 支援 と評価の工夫

・単元 目標か ら評価の視点を細分化 して作成 した 「評価 カー ド」を活用す ることに より,毎

時間 ごとの児童の実態をっかむ ことで,適 切な支援が で きた。

・ワー クシー トの裏 に短時間 に自己評価で きるコーナーを作 った。毎 時間後,自 己評価 して

い くことで学習 に対す る意欲が増 した。

〈課 題 〉

・動作化 や吹 き出 しを丁寧 に指導 す ると子 ど もの イメー ジはふ くらむが,こ れ にか ける時間

が ど う して も長 くな りが ちで あ る。効果的 に行 う工夫を考えてい く。

・一 時間 の うちに二人 の気持 ちを吹 き出 しに書 くよ うに して きたが,考 えをよ り深 めさせ る

ためには,一 人 に焦点 を絞 り書かせ るなど効果的 な方法を探 る。
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中学年分科会 研究主題 多様なかかわ り合 いの中で,

自分の思 いや考えを深め る学 習活動

匡亜 垂]昔 から伝えられてきたアーチの強さや組み立て方の知恵について知り凝 問1・

思 った こ と につ いて実 験 や資 料 を も と に 「ア ー チ橋 ひみ つ フ ァイ ル 」 を作 る。

(1)単 元名 た しかめてみ よう アーチ橋 のひみっ

教材 名 「アーチ橋の仕組み」

② 研 究主 題 と単元 とのかかわ り

4年 生の児童 は,自 分の課題 に対 して意欲的 に取 り組 み,様 々な活動を通 して追求 して い

く力が育つ時期 であ る。教材文 「アーチ橋の仕組み」は身近 な ものを 中心 と した内容で,児

童の さらに知 りたい とい う意欲を引 き出 し,多 様 な学習活動 が成立す るために選定 した。

この単 元の学 習内容 は理科 や社会科 と密接 に関係があ る。 そ こで,導 入等を工夫 し,関 連

付けなが ら学 習を展 開で きるよ うに工夫 した。実験や調査,資 料を読むな ど様 々な調べ る活

動 を取 り入れた。 自分 たちでは調べ られ なか った ことにっいて は,熊 本県の 「石匠館 」や東

京都 建設局 な どの協力 を得,児 童が 自 ら問 い合わせ るなどの活動 も行 った。

課題解決 的な学 習を展 開 し,調 べ た ことや考え たことなどを 「アーチ橋ひみっ フ ァイル」

と してま とめ る。 ま とめ るときには,分 か りやす い説 明文 になるように,教 材文か ら学んだ

接続語 を使 って書 くことへ とっなげて い く。 この ことか ら,論 理的な思考力の育成へ とっな

げてい きたい と考 えた。

(3)学 習指導計画 の概要(全13時 間 本時10/13時)

時 主 な 学 習 活 動
主題 に迫 るための具体 的な手だて

(・ 支 援 ◎ 評 価)

第 ・隅 田川 に か か る橋 の写 真 やパ ンフ レ ッ トを 見 て ・た くさん の 橋 に ア ー チが 使 われ

一
橋 の形 の違 い に 気 付 き,興 味 を も って 「ア ーチ て い る ことを 確 認 す る。

次 の仕組 み」を読 む。 ◎興 味を もって読めたか。

O ・分 か った ことや疑問点を出 し合 い,学 習課題を ◎疑 問に思 った ことを もとに学習

決 め,学 習 の見 通 しを もつ。 課題 を もっ ことがで きたか。

第 ・ア ー チが 橋 の組 み立 て に使 わ れて い るわ けを
, ・ア ー チ橋 に 関す る資 料 を用 意

二 実 験 を も とに,ひ み っ フ ァイ ル1に ま とめ る。 し,資 料を探せない児童 には提

次 ・アーチの形 の組 み合 わせ方 について実験や資料 供 す る。

0 を も とに,ひ み っ フ ァイ ルIIに ま とめ る。 ◎調べ た ことや考えた ことを接続

語 を使 って 書 くこ とが で きたか 。

第 ・今 もアーチの知 恵が生か されて いる橋 について ・適切 な資料が見っか るよ うに助

三 知 り,い ろ い ろ な橋 を調 べ る。 言 す る。
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次

⑥

・資 料 を 読 ん だ り ,博 物館 か ら情 報 を得 た りす る

こ とを 通 して,ひ み っ フ ァイ ル 皿を ま とめ る。

・自分 が 作 った 作 品 の 宣 伝 を し,友 達 と読 み合 い

そ れ ぞ れ の よ さを 知 る。

◎アーチ橋 の知恵が今 も生か され

てい ることを理解 し,接 続語を

使 ってま とある ことがで きたか。

◎それぞれの作 品のよさを見つ け

ることがで きたか。

(4)本 時 の 学 習

① 目 標 ・い ろ い ろ な ア ー チ橋 に隠 され た ひ み つ に つ いて 資料 を探 し,調 べ た り分 か った

り した こ とを整 理 しよ う とす る。(関 心 ・意欲 ・態 度)

・調 べ て 分 か った こ との 中心 点 を 短 い 言 葉 で 整理 す る こ とが で き る。(表 現)

・疑 問 に適 した 資料 を探 し,内 容 の 中心 点 を と らえ る こ とが で き る。(理 解)

② 展 開

学 習 活 動 かかわ り合 い ・支援 ◎評価

1本 時の学習の進め方について確認 す る。 友達の学習状況 ・学習進 あ方 す ごろ くを も

に つ いて 知 る。 と に振 り返 る。

1い ろ い ろ な ア ー チ橋 に隠 され た 糖1・ つ い て調 べ,;=isし よ う.

2ア ーチを使 った橋 にっ いて資料 などか ら 友達と情報交換 ・教 科 書 に 載 って い る橋 に

調べ る を しなが ら調べ つ いて の 資 料 は,あ らか

資料:r橋 を か け る』 な どの本 る 。 じめ用 意 して お く。

博物館 な どか らの情報 様 々な資料を も ・資料を見っ けるための助

石匠館 ・科 学博物館 とに調 べ る。 言 をす る。

熊本県立博物館など

3調 べ た こ とや わ か った こ とを 整 理 す る。 既習の方法を活 ・取材 カー ドや構成表を用

4整 理す る方法 は自分で工夫す る。 用 し整 理 す る。 意 し,必 要 な児童が使え

方法:取 材 メモの活用 る よ うにす る。

構成表の利用 ◎ 調 べ て 分 か った こ とを,

短 い言葉で メモを し整理

す る こ とが で きた か。

5次 時の 目当て を もっ。 ◎調べ たことや分か った こ

「接続語 などを工夫 して,ひ みっフ ァイル とを整理 し次時 にまとめ

皿を ま とあ よ う。 」 る見通 しを もっ ことがで

きた か。

③ 評 価

・自分 の疑 問にっいて,適 切な資料を探 し,調 べ たことや分か った ことを選ん だ方法で整理

す ることが で きたか。

・自分の疑 問につ いて調べた ことを もとに,自 分の考 えや予想な どを もっ ことがで きたか。
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(5)研 究の成果 と課題

く成 果 〉

① 単元構成の工夫 につ いて

導入で,隅 田川 にかか る橋の拡大写 真や水上バ スのパ ンフ レッ トを活用 し,橋 の形を押 さ

え ることを行 った ことは,「 アーチ橋の仕組 み」を学習 しようとい う意欲 にっ なが った。

理 科 「流れ る水の はた らき」や社会科 「郷土 を開 く」の学習 と関連 し,自 分の既習の知識

と照 らし合わせなが ら読む ことがで きた。その結果,疑 問や もっと知 りたい とい う思いが生

まれ,さ らに教材を読 もうとい う意欲にっなが った。 「分か った こと」 「疑問 」を色別のカ

ー ドに書 いて
,課 題を整理 した。 この ことで活動 目標が はっきり し,具 体的 な課題 になった。

この時 カー ドを掲示 し交流す ることによ り,自 分 と同 じ疑問や考えを もっ友達が いることを

知 ることがで きた。

単元全体を見通 しを もって進あ られ るよ うに 「学習進 あ方す ごろ く」を活用 した ことは,

児童の主体的な活動の一助 となった。そ して,疑 問を解決す るため に,教 材文 に即 して実験

す る ことによって,筆 者が強調 して述べて いる意味が分か った り,効 果 的に接続語を使 う必

要性 に気付 くこ とがで きた。

② 学習活動の工夫 につ いて

児童が進んで 資料 を探 し,地 域の図書館か ら自主 的に本を借 りて くるよ うにな った。様 々

な調べ学習を通 して,自 分の考え を確かめ たり修正 した りす る姿が見 られた。 また,課 題を

解決す るために,資 料 を一緒 に探 して調べ た り友達に聞いた りす る活動を取 り入 れた。 その

中で,自 分 と友達 の考 えの違 いに気付 いたり,友 達 の考 えを取 り入れ たりす ることがで きた。

その他,調 べ た り,実 験 した りして も分か らない ことを,博 物館や建設局の方 に問い合わせ

た ことは,児 童 の学 習体験 を増 やす ことにっ なが った。その結果得 た達成感が次の学習の意

欲 にっなが った。

メモ した ことを もとに,接 続語 を使 って ま とあて書 くとい う活動 を取 り入れた ことによ り,

分か りやす く順序 立てて書 く方法 が身に付 いた。既習の学習を次時に生かす ことは児童 の思

考を スムーズに し,表 現や理解の向上 にっなが った。

③ 指導 と評価の工夫 につ いて

資料選択の際 には,児 童の読み取 りの実態に応 じて助言を与え,適 切 な資料 を提供で き

るよ うに した。

フ ァイルを ま とある段階で,書 く順序や接続語 の使 い方を工夫 させ るために助言を し,

構成表の形式 を個別 に変えてみ た ことで,論 理 的に書 くことがで きるよ うにな った。

〈課 題 〉

・4年 生段階で理解で きる豊富 な資料を用意す ることが必要であ る
。

・児童が 自分で読 み取 る ことので きる資料を集め られる内容の教材を選定す ることについて
,

さ らに検討す る。

・導入での意欲 を持続 しっづ け られ るよ うな多様な手 だてにっいて考え る
。
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高学年A分 科会 研究主題 目的に応 じて複数教材の活用を通 し,

自分の考えを深 ある学習活動の工夫

圏
(1)大 単元 名

単元名

教材名

r川 と ノリオ」 と 「石 うす の歌」 を読み比べて,戦 争 中に生 きた子 どもの

生活 や思 いを考える。

フ ァイル 「12歳 を生 きる」

戦 争 に生 きた子 どもの生活や思 いを考え

オ リジナルハ ン ドブ ックを作 ろ う。

第1教 材 「川 とノリオ」,第2教 材 「石 うすの歌j

他戦争 中の人 々の生活が描 かれ た書物,資 料

(2)研 究主題 と教材 とのかかわ り

二作品 とも 「8月6日 」を中心 と した 「広島」での出来事が描かれてい る。原爆 のために直

接戦争 にかかわ りのな い身近 な人が亡 くな って いる。特徴 的なのは,r川 とノ リオ」で は川,

「石 うすの歌 」で は石 うすの音が それぞれの主人公の気持 ちやその時の様子 を象徴 して いる。

このよ うに二作 品か ら感 じられ る類似 点,あ るいは相違点を考え させ ることで,一 作品だ け

では気づかなか った新 たな 「戦 争中に生 きた子 ども」にっいて 自分の考えを深 め ることがで き

ると考えた。 また教科 書教材以 外に も戦争中の人 々を表 した書物,資 料 にも触れ させ,さ らに

自分の考え に広が りを もたせ たいと考え た。 また 目的意識 を もちなが ら読む ことをね らい と し

て オ リジナルハ ン ドブ ック作 りを取 り入 れた。 これ は毎時,自 分の考 えを書いた学習 シー ト

(ハ ン ドブ ックシー ト)を 最後 に1冊 に と じ,学 習全体の流れを形 に残す ためで ある。 この活

動は 自己評 価や相互評価 に も役立 っ と考えた。

(3)学 習指 導計画の概要(全14時 間 本時12/14時)

時

第

次

②

主 な 学 習 活 動

・戦争 中に生 きた子 ど もの思

いにっいて話 し合 う。

主題 にせ まるための具体的 な手だて(・ 支援◎評価)

・夏 休 み に調 べ て きた作 品 を掲 示 した り,よ い と ころ

を紹 介 した りす る。

・二作品 を読み,学 習計画 をi◎ 友達の よいところに気づ いた り,下 学年で学習 した

立 て る。

・ 「川 と ノ リオ 」 を 読 み ,自

こ とを思 い 出 した り して,戦 争 に っ い て考 え よ うと

して い るか。

第

二

次

⑧

第

分の考えをハンドブック判

・1

一 トに書 く。

分 の 考 え をハ ン ドブ ッ ク シ

ー トに書 く。

・ノ リオ ,千 枝 子,瑞 枝 の

生 活 や思 い に つ い て,類 似 点

・視 点 を 「子 ど もの生 活 や 思 い」 に絞 って ,サ イ ドラ

イ ンを 引 い た り,話 し合 った りす る。

・自分 の 考 え を 表 す方 法 と して ,日 記,心 情 曲線,イ

ンタ ビs‐ の 中 か ら選 ぶ 。

◎ 話 し合 った こ と を もと に,自 分 な りにハ ン ドブ ック

シー トに考 え を 書 こ うと して い るか。

・ノ リオ ,千 枝 子,瑞 枝 の 今 まで の心 情 の流 れ が 分 か

るよ う に掲 示 す る。
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次

②

第

四

次

②

相 違 点 を探 し,ハ ン ドブ ッ

ク シー トに書 く。

・類 似 点 や相 違 点 を も とに ,

戦 争 中 に生 きた子 ど もの生

活 や 思 い にっ い て 感 じた こ

とを ハ ン ドブ ック シー トに

書 き,話 し合 う。

・戦 争 に 関 す る他 の 読 み た い

作 品 を 読 む 。

・ 「戦 争 中 に生 き た子 ど もの

生 活 や 思 い 」 に つ い てハ ン

ドブ ッ ク シー トに あ とが き

を書 く。

・話 し合 い で は ,ス ム ー ズ に話 し合 い が進 む よ う に,

学 習 形 態 を 工 夫す る。

◎ 書 い た こ とを も とに,自 分 の 考 え を進 んで 話 そ う と

して い るか 。

◎ 書 く ことや 話 し合 い を通 して,「 戦 争 中 に生 きた子

ど もの 生 活 や 思 い 」 にっ いて 考 え を 深 め よ う と して

い るか。

・今 ま で書 い たハ ン ドブ ック シー トを 振 り返 りなが ら

あ とが きを書 くよ う にす る。

・今 の 自分 の生 き方 と も比 べ るよ うに助 言 す る。

◎ あ とが きを書 く こ とに よ って,さ らに 自分 の 考 え を

深 め よ うと して い るか 。

(4}本 時 の指 導

① 目 標 ・2作 品 の 類 似 点,相 違 点 を も とに,戦 争 中 に生 きた子 ど もの生 活 や思 い にっ い

て 進 ん で 考 え よ う とす る。(関 心 ・意 欲 ・態 度)

・気 付 い た こ とを 話 した り,ハ ン ドブ ック シ ー トに書 い た りで き る。(表 現)

・類 似 点 や 相 違 点 が ま とあ て あ るプ リン トを 読 み 取 る こ とが で き る。(理 解)

② 展 開

学 習 活 動 か か わ り合 い ・支援 ◎評価

1学 習課題を知 る。

隊 争 中に生 き好 どもの生活や思い}・ついて気付 いたことを乱 合お う0

2プ リン トを読 み,ハ ン ドブ ・類似点や相違 点が ・書 け ない 子 ど もに は ,視 点 を し

ック シー トに 気付 い た こ とを ま とめて あるプ リ ぼ って 考 え る よ うに助 言 す る。

書 く。 ン トを読 む 。 ◎類似点,相 違点を根 拠 に して,

自分 の考 えを もっ ことがで きた

か 。

3戦 争中 に生 きた子 ど もの生 ・ハ ン ドブ ッ ク シ ー ・子 ど もの 発 表 の 中で ,全 体 で 考

活や思 いにつ いて,全 体で話 トを 読 む 。 え た い こ とが あ った場 合,立 ち

し合 う。 ・友 達 の 考 え を 聞 く。 止 ま り話 し合いをす る。

4発 表を通 して,新 たに気付

い た こ とを ハ ン ドブ ッ ク シー ・ハ ン ドブ ッ ク シ ー ・板書を もとに話 し合 いを想起す

トに書 き加 え る。 トに 書 く。 るよ うに助 言 す る。

5本 時 を振 り返 り,「 学 習 振

り返 り表 」 に書 く。
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③ 評 価 ・戦争 中に生 きた子 ど もの生活や思い にっいて進んで考え ることがで きたか。

・気付 いた ことを話 した り,ハ ン ドブ ックシー トに書 いたりで きたか。

・類似点や相違点が まとめてあ るプ リン トを読 み取 る ことがで きたか。

(5)研 究の成果 と課題

く成 果 〉

① 単元構成の工夫

・大単元を設定 して,生 き方を見っ あさせ るような迫 り方 は,高 学年 にとって有 効であ っ

た。

・二作品を比べて読む とい う読書指導を取 り入れた結果,戦 争を題材 に した他の読 み物 に

児童が興味を もち,単 元終了後 も進んで戦争を題材 に した本 を読む態度がみ られた。

・ 「っかむ 」段階で は,夏 休み調べ学習で,戦 争中の人 々の生活や思 いを調べ させた。そ

れ を掲示 した り,発 表 した りした ことで,戦 争 についての関心が高 ま った。

・戦争 中の子 どもの生活 や思 いを考え る とい う意味で は,本 単元で扱 った二作品 は,適 切

で あ った。 また場 面やテーマが比べ やす い二教材であ った。

② 学 習活動 の工 夫

・オ リジナルハ ン ドブ ック作 りとい う明確 なああて を もたせた結果,単 元全体 に主体的 に

取 り組 み,完 成 した時 には 自己評 価や相互評価 に役立 った。 また学 習 した ことが形 とな

った ことで,子 どもの中で満足感や充実感 が生 まれ た。

・ 「深あ る」段階での 「日記」 「心情曲線Jrイ ンタ ビュー」等の表現方法 は,読 みを主

体 的 にさせ,チ ャイムがな って も活動に熱 中す る子 ど もの姿が見 られた。

③ 指 導 と評価の工夫

・毎時間 ごとに自己評価の時間を設定 し,学 習振 り返 りカー ドに書いた ことは,次 時への

見通 しと意欲 を もっ ことに有効で あった。

・読み合 いの場で は,友 達の考え のよいところにシールで印を付 けた。 この結果,読 み合

いが活発 にな り,主 体 的な相互学習がで きた。

〈課 題 〉

・一っの教材 を短時 間で扱 うには,読 みの視点を より絞 る必要が あ った。1教 材の最後 に

まとめの時 間をそれ ぞれ設定す る必要があ る。

・個人差 に応 じた複数教材 の扱 いを今後考えて い く必要があ る。 もう一方 を既習教材 に し

た り,個 人 ごとに違 う教材 を使用 した りす るなど,単 元の 目標 や児童 の実態 に合わせて

多様 な複数教材 の在 り方 を工夫 す る。

・複数教 材を扱 うことによ り,一 作品の読 み深 めにかける時間が どう して も少 な くな って

しま う。話 し合 う視点の取 り上げ方や学習形 態等 も含 めて,今 後実践 を通 して研究 を深

めてい く。
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n年B分 科刹 研究主題 目的や課題を もって読み,か かわ り合いを通 して

自分の思いや考 えを深あ る学習活動 の工夫

團 「守 る,み んなの尾瀬 を」 を学習後,

んだ心 に残 る人物 を紹介 し合 う。

いろいろな伝記文を読 み,自 分 の選

(1>単 元 名 心 に残 る 「あ の 時 あ の人 あ ので き ご と」 一 私 が 選 ん だ ○ ○ 一

教 材 名 「守 る,み ん な の尾 瀬 を 」

② 研 究主題 と単元 とのかかわ り

この時期 の児童 は,自 分 について考え る とと もに,周 囲の人物を客観的にみ ることがで き

るよ うにな って くる。一っの ことに情熱を燃や し一生を捧 げた人物の伝記を読 み,そ の足跡

をたど った り見方 や考え方 を とらえた りす ることは,自 分の考えを深め る上 で大切 である。

道徳 で関連す る内容 を学習 し,社 会科の歴史学習で学 んだ ことを生か して本教材 に取 り組

む ことで・教材 に対 す る意欲が 高まる と考え た・本教材 で年表 にまとめ る読み取 り方 を学習

し,そ の学習方法 を生 か し,自 分が選んだ伝記を読み進 めてい く。そ して,児 童 が心 に残 っ

た人物 を様 々な方 法で紹介 し合 う。偉人の生 き方を考 える ことを通 して,自 分 の生 き方 につ

いて も考えを深 めさせたい。

(3)学 習指導計 画の概 要(全13時 間 本時11/13時)

時 主 な 学 習 活 動 主題 に迫 るための具体的 な手だて(・ 支援◎評価)

第 ・単 元 名 を知 り,学 習 の見 通 し ・単元名の提 示を工夫す る。

一 を もつ。 ・付箋紙を利用 し,全 員の感想文を印刷する。

次 ・学 習計 画 を立 て る。 ◎友達の感想に興 味を もち,進 んで計画を考え るこ

0 とが で きた か。

・長靖 の行動 を中心に出来事 な ・個 に応 じて年表の形式 を選択で きるよ うにす る。

第 どを年表にま とめ る。 ◎長靖 の行動を読 み取 り,自 分の感想を書 き込んだ

二 年表 を作 ることがで きたか。

次 ・長靖の人柄や考え方を読み取 ・文章 の叙述 ・年表 に即 して読 み取 る ことがで きる

③ り心 に残 った ことを話 し合 う よ うに す る。

◎長靖 の生 き方 につ いて進んで話 し合 いに参加す る

こ とが で きたか 。

・ 「私が選んだ○○」の紹介を ・様 々な伝 記 を準 備 す る。

第 す るたあ に伝記 を読む。 ◎進 んで人物 を選択で きたか。

三 ・人物の行動や 自分の考えを ま ・学 習方法 にっいて情報交換がで きるよ うにする。

次 と め る 。 ◎ 自分の考えをま とめることがで きたか。

⑧ ・ 「私 が 選 ん だ ○ ○ 」 にっ いて ・既 習 の 学 習 を生 か し,紹 介 で き る よ うに す る。

紹 介 し合 う。 ◎人物か ら学 んだ ことを表現す ることがで きたか。

一21一



(4》 本 時の指導

① 目 標

・選 んだ人物 を進んで友達 と紹介 し合お うとす る。

・メモを もとに して人物の紹介をす ることがで きる。

・観 点を もって友達の紹介を聞 くことがで きる。

② 展 開

(関 心 ・意 欲 ・態 度)

(表 現)

(理 解)

学 習 活 動 かかわ り合い ・支援 ◎評価

1学 習計画 を確認 す る。

【 人物 につ いて発表 メモを作 り詔 介 し合 お う.}

2選 んだ人物 について 自分 ・友達 や先生 と相 ・4っ の観点で発表 メモが作成で きる

の考 えをま とめ,発 表 メモ 談 して 自分 に合 よ うにす る。

を書 く。 う発表 メモ用紙 ・発 表 メ モの 作 成 用紙 は ,個 に応 じて

メモ作成の観点 を選択す る。 選択で きるように,数 種類準備 する

・その人物 を選んだ理 由

・ど うい う人 物 な の か
◎4っ の観点で発表の準備 を しよ うと

・作 った 資 料 の 説 明 したか 。

・印 象 に 残 った

「あ の 時 あ の で き ご と」

3メ モを もとに紹 介 し合い

感想 を言 った りメモを見直 ・二人組 で紹介 し ・4っ の観点を意識 しなが ら話 を聞 く

した りす る。 ア ドバ イ ス し合 こ とが で き る よ うに す る。

う 。 ・二 人 組 で の 紹 介 が 終 わ った ら,情 報

・他 の 友 達 と も進 交換 コーナーで他の友だち と紹介 し

ん で 紹 介 し合 う。 合 うよ う促 す 。

◎ 友達 と進んで紹介 し合 うことが で き

たか 。

4人 物の名前を年表や地図 ・社会科の学習 を ・年表や地図で関連のあ る人物 ごとに

に貼 り,次 時の発表方法 に 思 い起 こす。 グル ー プ を作 る こと を 伝 え る。

つ い て 知 る。

③ 評 価

・人物の紹 介を通 して友達 と話 した り聞いた りす る楽 しさを感 じることがで きたか
。

・発表 メモを もとに して,人 物の紹介をす ることがで きたか。

・4っ の観点 を意識 して,友 達の紹介を聞 くことがで きたか。
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(5}研 究 の成 果 と課題

く成 果 〉

① 単元 構成 の工夫 について

・学 習計画を教師 と児童が共 に作 り上 げる ことで,単 元全体の見通 しを もって学習活動

を展開す ることがで きた。

・日常 的 に本の紹 介活動を続 けた り,道 徳や社会な どの他教科 とのかかわ り合 いを意図

的に設定 した りす ることで,自 然 や環境,伝 記への興 味や関心を高め ることがで きた。

・他の教科書 にあ る伝記を準備 し,読 んだ作品 につ いては名前 と簡単 な感想を書 き添え

るなど,学 習環境を整え たり学習時間を確保 した りす ることによ り,伝 記を読む こと

に興味 を もっ ことがで きた。 また,家 庭 にある本 を持 って きた り地域 の図書館へ行 き

本を探 した り して,児 童 自 らが伝記を選 んで読 むよ うにな った。

・自分で選 んだ伝記 を読 み取 る学習で は,前 時の 「守 る,み んなの尾瀬 を」で学習 した

「年表づ くりの方法 」を生 かそ うとす る児童,友 達 の方法 を参考に して学 習を進 ある

児童の姿 がみ られた。また,前 時で完成 させた作品を展示 し,紹 介 し合 うコーナーを

作 ることによ って,学 習 の成果を生かす場が設定で き,さ らに次時の学習 の参考 にも

な った。

② 学 習活 動の工夫 にっいて

・年表の形式を選ぶ こと,自 分の好 きな人物を選ぶ こと,紹 介方法を考え ることな ど選

択が各 自に任 されていた ことで,一 人一人の よさや可能性 を発揮で きるとと もに学 習

意欲を持続す ることがで きた。

・一対一 ・グル ープ ・学級全体の話 し合い とい う学習形態を取 り入れ,多 様 なかかわ り

合 いを設定 した。 この ことにより,互 いのよさを見っ け,認 め合い,自 分の考えを深

めた り広 げた りす ることがで きた。

③ 指導 と評価 の工夫 について

・個 に応 じた支援 を適切 に行 うことによ り,児 童の思 いや願 いを生か した学 習活動 を展

開す ることがで きた。

・学習計画を立て ることと,自 己評価 をする ことが児童 に習慣 として身 に付 きつっあ る。

自己評 価をす る ことで,児 童 はその時間の学習の様子を振 り返 り,次 の学習への意欲

を もっ ことがで きた。

〈課 題 〉

・自分で選ん だ伝記の紹介の学習で は,一 人で学習す る児童,友 達 と一緒 に学習 を進め

る児童 など,い ろいろなかかわ り合いが見 られた。互 いの よさに気づ き,認 め合 うと

い うよ りも,ま だ 日常の人間関係 に魅かれたかかわ り合 いであ ったが,今 後 児童 自 ら

が 目的や課題 に応 じたかかわ り合いを求め るよ うに支援 してい くことが必要 である。

・学 習方法 を選択 させ る場面で は,必 ず支援 と評価 が必要で ある。児童の思 いや願 いを

生 かす支援 の方法 を探 ってい くことが大切であ る。

・学習計 画を確認 し,適 切 な支援 をす るたあ,学 級 全体の児童 の学習状況を把握 し,一

覧表にま とめ るな どの工夫 が必要で ある。
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IV研 究の成果と課題

主体的 に読み,様 々なかかわ り合 う活動を通 して,自 分の考えを深め る学習 の中で,児 童の

具体的 な姿を見 っめなが ら,研 究を進めて きた。 この研究 によ り,次 のよ うな成果 を得 る とと

もに,課 題 も明 らか になった。

1成 果

(D主 体的に読み,自 分の考えを深め るために

国語科の学習 におけ る児童の よさを出 し合 う中で,児 童の主体的に読 み,考 えを深 める様

々な姿が見えて きた。その姿を整理す ることで,望 ま しい姿が明 らかにな った。 この ことに

よ り,学 習を進 める上での具体的な児童の姿を とらえ ることがで きた。 自分 の考 えを深 める

ために,か かわ り合 う活動を単元構成 ・学習活動 ・指導 と評価 に取 り入れ る工夫 をす る と効

果的であ ることが授業実践 を通 して検証 された。

② かかわ り合 う活動 にっ いて

友達 とのかか わ り合 いを は じめ,資 料や コ ンピュー タ等か ら情報を得 ることもかかわ り合

うことの一っ として位置づ けた。何 と,ど の ように,何 のためにかかわ り合 うのか とい うこ

とを探 る中で,単 元の 目標や付 けたい力 に応 じてかかわ り合 う活動を取 り入れた単元構成 を

工夫す る と効果 的で ある ことが分か った。 このよ うな単元で学習 を進め ることで,主 体 的に

学 ぼ うとす る児童 を育て る ことがで きた。

(3}主 体的 に読 み,自 分の考 えを深 めることとかかわ り合 う活動の関連

児童が主体 的に読 み進 める中で,さ らに知 りたい ことが湧 き起 こって くる。それ に応え る

のが,か かわ り合 う活動で あ る。 目的意識 を もって学習 に取 り組 み,様 々なかかわ り合 う活

動 を通 して,課 題 を解決す る能力 を培 うこ とがで きた。調べ る学習や友達 との交流だけでは

な く,互 いのよ さに気づ き,認 あ合 い,自 分の考えを深めた り広 げた りす る児童の様子が見

られた。

2課 題

・児童 の主体性 を重視 し,個 々に応 じた支援を してい くときには,十 分 に考え を深 めて い く

ことがで きるための時間が必要 になる。年間を通 して児童の力 を付 けて い くとい うことを

確認 し,単 元 によ って軽 重を付 けるなどの工夫を して時間を確保 し,新 鮮 な気持 ちで児童

が取 り組 める活動 を工夫 す ることが必要で ある。

・児童が主体 的に課題 を解決 してい くために,何 と,ど のよ うに,何 のためにかかわ り合 う

のか とい う視 点を児童の発達段 階や課題 に応 じて さ らに明確に し,単 元構成 などを工夫 し

てい く。

・自分の考えが深 まった り広が った り した ことが分か るよ うな支援や評価 を工夫す る
。
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